
平成24年 
5月1日発行 

3月定例会の報告他 

大川念仏踊 

まんのう町議会議長　大岡克三 発行責任者 

まんのう町議会広報特別委員会 編 　集 

香川県仲多度郡まんのう町吉野下430住 　所 

0877-73-0109電 　話 0877-73-0114FAX

gikai@town.manno.lg.jpma i l

も

く

じ

 

●表紙 目次・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●3月定例会の報告・・・・・・・・・・・・ 

●議案紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●議案採決結果・・・・・・・・・・・・・ 

●一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●議会日誌・議長日誌・・・・・・・・・・・・ 

●編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

1P 

2～6P 

7～11P 

12～13P 

14～18P 

19P 

20P



3
月
定
例
会
の
報
告
 

3 月 定 例 会 の 報 告  3 月 定 例 会 の 報 告  

　平成24年度まんのう町の当初予算は、満濃中学校改築に伴う予算が増加した

ために、前年度に比べて微増の状態です。 

　現在のまんのう町の財政状況は、3割自治といわれるように、収入の自主財源

が3割、依存財源が7割と非常に厳しいのが実状です。ここ数年は、自主財源の

主を占める町税も減収が続いております。 

　しかしながら、それほど厳しい財政状況に見えないのは、3町が合併した事に

より10年間の特例措置によって国から年間約10億円ほどの交付税交付金を増額

されているからです。しかしながら、その合併措置も4年後からは徐々に減額され、

9年後には約10億円の収入減になる事はわかっています。 

　その9年後に備えるためにまんのう町として今行うべきは、現時点から支出を

削減し、今まで整備してきた施設を維持するための財源として、財政調整基金と

言われる基金を貯めておくこと、更には税収につながる事業への増資が必要です。 

　全国の自治体として高度成長期の増収が期待された時に、多くの事業が行われ

てきましたが、今後の財政状況を考えた上では、その事業は本当に税金を使って

行うべき事業なのかを踏まえて『選択と集中』を行っていく必要があり、議会内

においても議論しています。 

　24年度は更なる『選択と集中』を議会も執行部とともに進めていくつもりです

ので、住民の皆さんにもご理解をいただけますようにお願いします。 

3月定例会で可決された主な議案 

●平成24年度一般会計予算 

　90億4,800万円 （前年度比0．9％増） 

●平成24年度特別会計予算 

　55億8,930万円 （前年度比0．8％増） 

●満濃中学校改築及び図書館・体育館等複合施設建設費（3月補正） 

　30億2,068万円 

●議会議員の定数を2名減の16名に削減 

まんのう町の財政状況 

町税（２０.０％） 
１,８０６,８７８千円 

地方交付税（４３.１％） 
３,９０１,０００千円 

義務的経費 
（４３.３％） 
３,９１９,７０８千円 

自主財源 
（３２.２％） 
２,９０５,７９０千円 

依存財源 
（６７.８％） 
６,１４２,２１０千円 

投資的経費（１０.７％） 
９６１,１６４千円 

その他の経費 
（４６.０％） 
４,１６７,１２８千円 



3
月
定
例
会
の
報
告
 

3 月 定 例 会 の 報 告  ●自主財源 
町税や町の施設の使用料など町が独自
に調達する財源 
●依存財源 
地方交付税や国・県支出金など国や県か
ら町に入ってくる財源 
●義務的経費 
人件費や扶助費、公債費など、その支出
が義務付けられている経費 
●投資的経費 
道路の整備など公共事業の経費で支出
の効果が長期に渡って持続するもの 
●町税 
町民の皆さんから納めていただく税金
や会社の法人町民税など 
●分担金及び負担金 
事業実施に伴う受益者からの分担金・負
担金 
●使用料及び手数料 
公共施設の使用料、住民票などの交付手
数料 
●財産収入 
各種基金利子、財産売却金等 
●寄附金 
金銭、資産や経済的な利益の贈与または
無償の供与 
●繰入金 
基金（貯金）および他の会計から繰り入
れるお金 
●繰越金 
前年度の決算に伴い繰り越されたお金 
●諸収入 
延滞金や加算金、預金利子、雑入などの
収入 
●地方交付税 
どの地域に住む住民にも一定水準の行
政サービスを提供できるよう国から交
付されるお金 
●地方譲与税 
国税として徴収したものを、国が一定の
基準により、町に対して譲与するお金。地
方揮発油譲与税、自動車重量譲与税など 
●利子割交付金 
利子や金融類似商品の収益に対して課税
され、この税の一部が県から個人住民税
の額に応じて町に交付されるお金 
●配当割交付金 
地方税法の規定に基づいて配当課税の
一部が県民税の収入率の割合で県から
交付されるお金 
●株式等譲渡所得割交付金 
株式等譲渡所得税等の一部が県民税の
収入率の割合により、県から町に交付さ
れるもの 
●地方消費税交付金 
消費税の地方割部分の一部が一定の割
合により町に交付されるもの 
●ゴルフ場利用税交付金 
ゴルフ場利用税の7/10に相当する額が
ゴルフ場のある町に交付されるもの 
●自動車取得税交付金 
自動車取得税の一部が、道路の延長及び
面積の按分により交付されるもの 
●地方特例交付金 
恒久的な減税の影響による地方の減収
を補てんするために国から交付される
交付金 
●交通安全対策特別交付金 
交通反則金収入を原資として、道路安全
施設整備の経費に充てるための財源と
して交付されるお金 
●国庫支出金 
事業を行うための国からの補助金 
●県支出金 
事業を行うための県からの補助金 
●町債 
事業を行うために借り入れたお金（借金） 

●人件費 
職員などに対し勤労の対価、報酬として
支払われる経費 
●扶助費 
社会福祉や老人・児童福祉など安定した
社会生活の保障に要する経費 
●公債費 
町の借金（償還及び利子）の支払いに要
する経費 
●普通建設事業費 
道路、橋りょうなどの建設事業に要する
経費 
●災害復旧事業費 
災害によって被害を受けた施設などを原
型に復旧するための事業に要する経費 
●物件費 
人件費、維持補修費、扶助費、補助金等以
外の消費的性質の経費 
●維持補修費 
公共施設等の効用を保全し維持するた
めの施設補修に要する経費 
●補助費等 
各種団体に対する負担金補助及び交付
金等に要する経費 
●積立金 
基金の積立に要する経費 
●貸付金 
資金の貸付に要する経費 
●繰出金 
一般会計と特別会計または企業会計相
互間の予算の相互充用に要する経費 
●予備費 
緊急を要する場合など、予期しなかった
支出が生じた場合に充てるための経費 

用語解説  平成２４年度 一般会計歳入の内訳 

平成２４年度 一般会計歳出予算の性質別内訳 

平成２４年度 

普通会計歳入 
９,０４８,０００千円 

町税（２０.０％） 
１,８０６,８７８千円 
町税（２０.０％） 
１,８０６,８７８千円 

地方譲与税（１.３％） 
１１２,８８５千円 

利子割交付金（０.１％） 
８,５２６千円 

配当割交付金（０.０％） 
４,０１３千円 

株式等譲渡所得割 
交付金（０.０％） 
１,１７０千円 

地方消費税 
交付金（１.８％） 
１５８,４６４千円 

ゴルフ場利用税 
交付金（０.６％） 
５８,１８３千円 

自動車取得税交付金 
（０.４％）３５,８７２千円 

地方特例交付金 
（０.２％）２２,５８５千円 

地方交付税（４３.１％） 
３,９０１,０００千円 

地方交付税（４３.１％） 
３,９０１,０００千円 

交通安全対策 
特別交付金（０.０％） 
４,５００千円 分担金及び 

負担金（１.４％） 
１２５,２８３千円 

使用料及び 
手数料（１.１％） 
１０２,２４３千円 

国庫支出金 
（５.５％） 
４９３,８４７千円 

県支出金 
（７.２％） 
６４９,５６５千円 

財産収入（２.１％） 
１８５,４２１千円 

寄附金（０.０％） 
１,００１千円 

繰入金（３.３％） 
２９８,５０１千円 

繰越金（２.２％） 
２００,０００千円 

諸収入（２.１％） 
１８６,４６３千円 

町債 
（７.６％） 
６９１,６００千円 

平成２４年度 

普通会計性質別歳出 
９,０４８,０００千円 

義務的経費 
（４３.３％） 
３,９１９,７０８千円 

義務的経費 
（４３.３％） 
３,９１９,７０８千円 

自主財源 
（３２.２％） 
２,９０５,７９０千円 

自主財源 
（３２.２％） 
２,９０５,７９０千円 

依存財源 
（６７.８％） 
６,１４２,２１０千円 

依存財源 
（６７.８％） 
６,１４２,２１０千円 

人件費（２０.６％） 
１,８６１,９１７千円 

扶助費 
（１１.７％） 
１，０６０,６８８千円 

公債費（１１.０％） 
９９７,１０３千円 

投資的経費（１０.７％） 
９６１,１６４千円 

投資的経費（１０.７％） 
９６１,１６４千円 

その他の経費 
（４６.０％） 
４,１６７,１２８千円 

その他の経費 
（４６.０％） 
４,１６７,１２８千円 

普通建設事業費 
（１０.６％） 
９４８,７９６千円 

災害復旧事業費 
（０.１％）１２,３６８千円 

物件費（１７.２％） 
１,５４８,８７３千円 

維持補修費 
（１.８％） 
１６６,４１８千円 

補助費等 
（１６.５％） 
１,４９６,７７７千円 

積立金（０.６％） 
５５,６０７千円 

貸付金（０.１％） 
１３,１００千円 

繰出金（９.７％） 
８８１,３５３千円 

予備費（０.１％） 
５,０００千円 
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平成24年度  一般会計歳出予算節別比較表 

単位：千円、％ 

名　　称（節） 

合　　　計 9,048,000 8,964,000 84,000 0.9

比　　較 

増減額（A）－（B） 増減率 ％ 
平成24年度 
（A） 

平成23年度 
（B） 

01　報　　　酬 

02　給　　　料 

03　職員手当等 

04　共　済　費 

05　災害補償費 

07　賃　　　金 

08　報　償　費 

09　旅　　　費 

10　交　際　費 

11　需　用　費 

12　役　務　費 

13　委　託　料 

14　使用料及び賃借料 

15　工事請負費 

16　原 材 料 費 

17　公有財産購入費 

18　備品購入費 

19　負担金、補助及び交付金 

20　扶　助　費 

21　貸　付　金 

22　補償、補填及び賠償金 

23　償還金、利子及び割引料 

25　積　立　金 

27　公　課　費 

28　繰　出　金 

29　予　備　費 

97,159 

787,250 

402,955 

348,281 

1 

330,225 

59,266 

30,580 

6,200 

513,759 

50,227 

965,518 

69,033 

630,926 

18,788 

25,551 

56,424 

1,763,557 

769,112 

13,100 

7,250 

1,140,746 

55,607 

1,788 

889,697 

5,000

104,505 

847,400 

433,179 

388,756 

1 

312,021 

57,901 

28,761 

6,200 

499,589 

62,579 

853,797 

69,301 

439,499 

11,901 

118,501 

84,029 

1,807,928 

806,633 

14,900 

2,081 

1,082,236 

23,000 

1,890 

902,421 

5,000

▲ 7,346 

▲ 60,150 

▲ 30,224 

▲ 40,475 

0 

18,204 

1,365 

1,819 

0 

14,170 

▲ 2,352 

111,721 

▲ 268 

191,427 

6,887 

▲ 92,950 

▲ 27,605 

▲ 44,371 

▲ 37,521 

▲ 1,800 

5,169 

58,510 

32,607 

▲ 102 

▲ 12,715 

0

▲ 7.0 

▲ 7.1 

▲ 7.0 

▲ 10.4 

0.0 

5.8 

2.4 

6.3 

0.0 

2.8 

▲ 3.8 

13.1 

▲ 0.4 

43.6 

57.9 

▲ 78.4 

▲ 32.9 

▲ 2.5 

▲ 4.7 

▲ 12.1 

248.4 

5.4 

141.8 

▲ 5.4 

▲ 1.4 

0.0
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　24年度のまんのう町の予算は、一般会計、特別会計を合わせて約146億円と
なっています。 
　各表を見てわかるように、まんのう町の一般会計歳入は、3割が町税等の自主
財源であり、その他7割が交付税交付金等の依存財源です。現在、合併による特
例措置として地方交付税が約10億円ほど増額されて交付されています。今後、4
年後には特例措置が終わり、その後5年間で段階的に減額され、9年後には約10
億円の減収が確実となっています。 
　この事から考えても年々減少傾向にある自主財源、交付税交付金の減収等を考
えれば、今後のまんのう町の財政は厳しいというのが現状です。 
　それを受け、歳出においては、人件費等の削減に努めている状況ですが、物件
費、補助費等のさらなる削減が求められるところです。 
　今後、3町が合併した後も引き継いでいる旧町時代の事業や各種補助金等など
の見直しも含め、予算全体を見直しする必要性があります。それに加え、現在の
財政的優遇措置がある時に、将来に向けて人口増、税収増につながる事業に集中
的に予算を配分していく必要があると言えます。 
　また、特別会計においては、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、
介護保険特別会計を合わせた額が約50億円と巨額になっており、既に一般会計
から特別会計へ繰り出しをする事で特別会計を維持している現状を考えれば、医
療費の削減に努め、特別会計を維持していく必要性があります。 

名　　　称 

合　　　計 14,637,300 14,509,200 128,100 0.9

比　　較 

増減額 増減率 ％ 
平成24年度 
当初予算額 

平成23年度 
当初予算額 

特別会計 

　国民健康保険特別会計 

　　 事業勘定 

　　 直診勘定 

　後期高齢者医療特別会計 

　介護保険特別会計 

　診療所特別会計 

　簡易水道特別会計 

　下水道特別会計 

　農業集落排水特別会計 

　浄化槽整備推進事業特別会計 

一般会計 

5,589,300 

2,524,900 

2,491,500 

33,400 

250,900 

2,162,100 

119,900 

242,600 

193,900 

29,100 

65,900

9,048,000

5,545,200 

2,570,900 

2,537,900 

33,000 

251,300 

2,113,900 

86,300 

241,200 

188,900 

29,100 

63,600

8,964,000

44,100 

▲ 46,000 

▲ 46,400 

400 

▲ 400 

48,200 

33,600 

1,400 

5,000 

0 

2,300

84,000

0.8 

▲ 1.8 

▲ 1.8 

1.2 

▲ 0.2 

2.3 

38.9 

0.6 

2.6 

0.0 

3.6

0.9

平成24年度当初予算規模（見込） 

単位：千円、％ 

一般会計 地方公共団体の会計の中心をなすもので、行政運営の基本的な経費を網羅して計上した会計。 

特別会計 特定の事業を区分、または特定の歳入歳出を区別して別個に処理するための会計。 
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18年度末 19年度末 20年度末 21年度末 22年度末 23年度末 
（見込み） 

200 

180 

160 

140 

120 

100 

80 

60 

40 

20 

0

９４.１ ９４.１ 

１３４.０ １３９.８ １３９.５ １３６.３ １３４.０ 

１５４.１ 

３９.９ 

１００.７ 

３９.１ 

１０１.７ 

３７.８ 

１００.０ 

３６.４ 

９９.３ 

３４.７ 

１２１.１ 

３３.０ 

一般会計 特別会計 

議
案
紹
介
 

　現在、まんのう町は、一般会計、特別会計を合わせて約154億円を借入しています。 
　基金は、今まで整備してきた設備の維持管理、また、その時に借入したお金を
返済していく上で、他の住民生活に係る事業に必要な財源が生じない様に積み立
てているお金です。 
　先にも説明した様に、今後の財政状況を考えると、一般家庭における預貯金の
ような財政調整基金は、もう少し積み立てていてもよい状態と言えるでしょう。 

名　　　称 平成22年度末 
現在高 

平成23年度末 
現在高（見込） 

平成24年度末 
現在高（見込） 

3,351 

226 

532 

269 

28 

35 

43

3,454 

226 

544 

269 

28 

34 

49

3,211 

227 

543 

269 

28 

30 

43

基金の状況 

地方債残高推移 

単位：100万円 

単位：億円 

●財政調整基金 

まんのう町財政調整基金 

まんのう町減債基金 

まんのう町地域福祉基金 

まんのう町土地開発基金 

まんのう町中山間ふるさと・水と土保全対策基金 

まんのう町琴南地区特定施設に関する基金 

まんのう町仲南地区特定施設に関する基金 

地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するために設けられる基金。
一般家庭の貯金の様なもの 

●中山間ふるさと・水と土保全 
　対策基金 

土地改良施設等の利活用に係る集落住民の共同活動を担う人材の確保及び土地
改良施設の機能強化を図るための基金。 

●減債基金 地方債の償還を計画的に行うための資金を積み立てる目的で設けられる基金。 

●地域福祉基金 福祉活動の促進、快適な生活還境の形成等に必要な財源を確保するための基金。 

●土地開発基金 公共及びそれに準ずる目的の為に取得しようとする土地の為に用いる基金。 

●琴南地区特定施設に関する基金 琴南地区特定施設の管理運営を効率的に行うための基金。 

●仲南地区特定施設に関する基金 仲南地区特定施設の管理運営を効率的に行うための基金。 

※地方債：事業を行うために借り入れたお金（借金）です。 



議
案
紹
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９４.１ 

議
案
紹
介

議
案
紹
介
 

議
案
紹
介
 

平
成
24
年
第
1
回
臨
時
会
 

平
成
24
年
3
月
定
例
会
 

       議
案
第
1
号
　
平
成
２３
年
度
ま
ん
の
う

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）
第
4
号
 

 　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
3
3
0
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
93
億
4
2
3
2
万
7
千
円
に
し
ま
す
。 

　
歳
入
補
正
予
算
は
、
第
10
款 

地
方
交
付
税
の

普
通
交
付
税
で
1
3
3
0
万
円
の
増
で
あ
り
ま
す
。 

 
全
て
の
共
済
費
に
お
け
る
基
礎
年
金
拠
出
金

に
係
る
公
的
負
担
金
率
が
特
別
職
で
2
．9
％

が
3
．
8
5
％
、
一
般
職
は
3
．
6
2
5
％
が

4
．8
1
2
5
％
に
、
ま
た
、
期
末
手
当
率
分
で

は
2
．9
％
が
3
．8
5
％
に
変
更
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
再
算
定
の
上
4
月
に
遡
及
し
、
期

末
手
当
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
で
あ
り
ま

す
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
 

　
 

 
議
案
第
2
号
　
平
成
２３
年
度
ま
ん
の
う

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
案
）
第
3
号
 

　
直
営
診
療
施
設
勘
定
の
歳
入
歳
出
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
16
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

3
3
1
6
万
円
に
し
ま
す
。 

　
歳
入
補
正
予
算
は
、
第
6
款 

繰
入
金
で
一
般

会
計
繰
入
金
と
し
て
16
万
円
の
増
で
あ
り
ま
す
。 

　
歳
出
補
正
予
算
は
、
一
般
職
共
済
組
合
負
担

金
で
16
万
円
の
増
で
あ
り
ま
す
。 

　
基
礎
年
金
拠
出
金
に
係
る
公
的
負
担
金
率
の

改
定
に
伴
う
増
額
で
あ
り
ま
す
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
3
号
　
平
成
２３
年
度
ま
ん
の
う

町
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
案
）

第
3
号
 

 　
歳
入
歳
出
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
28

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
4
0
2
万
8
千
円
に

し
ま
す
。 

　
歳
入
補
正
予
算
は
、
第
7
款 

繰
越
金
で
28

万
円
の
増
で
あ
り
ま
す
。 

　
歳
入
補
正
予
算
は
、
第
1
款 

総
務
費 

1
項
 

施
設
管
理
費
の
一
般
職
共
済
組
合
負
担
金
で
28

万
円
の
増
で
あ
り
ま
す
。
基
礎
年
金
拠
出
金
に

係
る
公
的
負
担
金
率
の
改
定
に
伴
う
増
額
で
あ

り
ま
す
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

議
案
第
4
号
　
平
成
２３
年
度
ま
ん
の
う

町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
案
）

第
2
号
 

 　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
26
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
億
4
4
9
7
万
円

に
し
ま
す
。 

　
歳
入
は
、
第
7
款 

繰
越
金
で
26
万
円
を
増

額
で
あ
り
ま
す
。 

　
歳
出
補
正
予
算
は
、
第
1
款 

総
務
費 

第
1

項 

総
務
管
理
費 

第
1
目 

一
般
管
理
費
の
一
般

職
共
済
組
合
負
担
金
で
26
万
円
の
増
で
あ
り

ま
す
。
基
礎
年
金
拠
出
金
に
係
る
公
的
負
担
金

率
の
改
定
に
伴
う
増
額
で
あ
り
ま
す
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

    
意
見
書
第
2
号
　
国
民
健
康
保
険
に
対

す
る
国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）（
平
成
２３
年
１２
月
議
会
提
出
）
 

 　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
賛
成
少
数
否
決
　
 

 
議
案
第
1
号
　
ま
ん
の
う
町
手
数
料
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　「
ま
ん
の
う
町
手
数
料
条
例
」
の
改
正
前
の

第
3
条
第
3
は
、「
町
長
に
お
い
て
手
数
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
認
め
た
と

き
。」
を
改
正
後
は
、「
前
各
号
に
規
定
す
る
も

の
の
ほ
か
、
町
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
も
の
」

と
す
る
も
の
で
す
。 

　【
即
決
】　
 

 　【
反
対
討
論
】　
本
屋
敷 

議
員
 

　
高
齢
者
の
免
許
書
返
納
制
度
促
進
の
為
、
住

基
カ
ー
ド
の
手
数
料
を
免
除
す
る
意
義
は
理
解

で
き
る
が
、「
町
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
も

の
」
と
し
て
手
数
料
条
例
の
文
言
改
正
で
対
応

す
る
の
は
、
執
行
権
の
乱
用
を
防
ぐ
う
え
で
適

切
で
な
い
と
考
え
る
。 

　【
賛
成
討
論
】　
川
原 

議
員
 

　
私
は
、
原
案
ど
お
り
い
く
の
が
妥
当
と
考
え

る
の
で
賛
成
と
し
ま
す
。 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
賛
成
多
数
可
決
 

 
議
案
第
2
号
　
ま
ん
の
う
町
防
災
会
議

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

 　「
ま
ん
の
う
町
防
災
会
議
条
例
」
の
第
2
条

3
の
条
文
中
で
水
防
法
第
32
条
が
水
防
計
画

で
あ
っ
た
の
が
、
法
律
改
正
で
条
ず
れ
が
発
生

し
、
第
33
条
が
水
防
計
画
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 



議
案
紹
介
 

９４.１ 

議
案
紹
介
 

議
案
第
3
号
　
ま
ん
の
う
町
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

 　
平
成
21
年
11
月
よ
り
「
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
」

の
愛
称
で
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、
国
の
補
助
に
よ
る
実

証
運
行
が
本
年
度
末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
町
が
事
業
主
体
と
な
り
本
格
稼
働
を

実
施
す
る
た
め
、
条
例
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。 

　【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
4
号
　
ま
ん
の
う
町
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
 

 　
本
税
条
例
の
改
正
理
由
は
、
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
そ
れ
に
関
連
す
る
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
、
ま
ん
の
う
町
税
条
例
第
54

条
第
6
項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
方
開
発
事

業
団
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
削
除
を
す
る

も
の
で
す
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
5
号
　
ま
ん
の
う
町
介
護
保
険

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

 　「
ま
ん
の
う
町
介
護
保
険
条
例
」
の
一
部
改

正
は
、
同
計
画
の
策
定
委
員
会
の
協
議
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年

度
の
介
護
保
険
料
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。 

　【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
6
号
　
ま
ん
の
う
町
営
住
宅
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

 　
ま
ん
の
う
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
公
営
住

宅
法
の
改
正
に
よ
り
、
公
営
住
宅
法
よ
り
削
除

さ
れ
た
条
項
、
激
甚
災
害
等
で
補
助
を
受
け
て

建
替
え
た
公
営
住
宅
等
の
入
居
資
格
等
を
、
ま

ん
の
う
町
営
住
宅
条
例
に
加
え
る
も
の
で
す
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
7
号
　
ま
ん
の
う
町
事
業
分
担

金
徴
収
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

 　
ま
ん
の
う
町
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部

及
び
ま
ん
の
う
町
土
地
改
良
事
業
の
経
費
の
賦

課
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
土
地
改
良
法

第
96
条
の
4
に
第
2
項
が
追
加
と
な
り
、
元
の

法
第
96
条
の
4
に
第
1
項
が
付
さ
れ
た
事
に

よ
り
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 

議
案
第
8
号
　
ま
ん
の
う
町
公
民
館
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

 　
平
成
23
年
8
月
に
公
布
さ
れ
た
「
地
域
の
自

主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推

進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
る
「
社
会
教
育
法
」
第
30
条
の
改
正

に
よ
り
、
同
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
公
民
館
運

営
審
議
会
の
委
員
の
委
嘱
の
基
準
が
市
町
村
の

条
例
に
委
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
改
正

す
る
も
の
で
す
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
9
号
　
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業

の
剰
余
金
の
処
分
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
 

 　
地
域
の
自
主
性
、
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
に
よ
る
「
地
域
公
営
企
業
法
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。 

　【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

 　【
反
対
討
論
】　
本
屋
敷 

議
員
 

　
資
本
的
剰
余
金
の
処
分
は
、
条
例
で
対
応
し

た
も
の
を
決
算
に
お
い
て
承
認
を
得
る
の
で
は

な
く
、
議
会
制
度
の
意
義
か
ら
考
え
て
、
処
分

時
に
お
い
て
議
会
の
承
認
を
得
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。 

　【
賛
成
討
論
】　
藤
田 

議
員
 

　
反
対
討
論
は
理
解
で
き
る
が
、
委
員
会
で
質

疑
を
行
っ
た
結
果
、
実
質
的
な
運
用
は
な
く
上

位
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
目
的
も
明

分
化
さ
れ
て
い
る
の
で
賛
成
討
論
と
し
ま
す
。 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
賛
成
多
数
可
決
　
 

 
議
案
第
１０
号
　
ま
ん
の
う
町
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
の
議
決
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
 

 　
国
の
定
住
自
立
圏
推
進
要
綱
に
お
い
て
、
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
、
変
更
及
び
廃
止

す
る
旨
の
通
知
に
あ
た
っ
て
、
議
会
の
議
決
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法

第
96
条
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
協
定

の
締
結
等
を
議
会
の
議
決
事
件
と
す
る
旨
の
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。 

　【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
１１
号
　
丸
亀
市
と
の
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
 

 　
国
の
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
に
基
づ
き
、

本
町
と
丸
亀
市
と
の
間
に
お
い
て
、
定
住
自
立

圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
ま
ん
の
う
町
定
住
自
立
圏
形
成
協
定



議
案
紹
介
 

９４.１ 

議
案
紹
介
 

の
議
決
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

　【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
１２
号
　
塩
入
辺
地
に
係
る
総
合

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
 

 　
平
成
21
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
「
塩
入
辺
地

に
係
る
総
合
整
備
計
画
」
に
、
新
た
に
林
道
塩

入
三
野
線
舗
装
事
業
を
追
加
す
る
た
め
、
当
該

計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
１３
号
　
ま
ん
の
う
町
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て
 

 　
道
路
法
第
8
条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
町

道
寺
の
前
2
号
線
と
町
道
帆
山
本
目
支
線
の

町
道
路
線
の
認
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

　【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
１４
号
　
字
の
区
域
の
変
更
に
つ

い
て
 

 

　
土
地
改
良
法
第
85
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
る
、

ま
ん
の
う
町
吉
野
高
屋
原
地
区
の
非
補
助
土
地

改
良
事
業
を
施
工
し
た
こ
と
に
伴
い
、
従
来
の

字
界
が
原
形
を
と
ど
め
な
く
な
っ
た
た
め
、
新

字
界
を
定
め
る
も
の
で
す
。 

　【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
１５
号
　
平
成
２３
年
度
ま
ん
の
う

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
案
）
第
5
号
 

 　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
29
億
8
8
8
9
万
7

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
1
2
3
億
3
1
2
2
万
4
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。 

　【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
１６
号
　
平
成
２３
年
度
ま
ん
の
う

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

（
案
）
第
4
号
 

 　
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
1
5
9
万
6
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
24

億
4
2
1
9
万
7
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

　【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
１７
号
　
平
成
２３
年
度
ま
ん
の
う

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
案
）
第
1
号
 

 　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
1
0
0
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
億
5
2
3
0

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

　【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
１８
号
　
平
成
２３
年
度
ま
ん
の
う

町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
案
）

第
2
号
 

 　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
3
9
1
3
万
9
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
21
億

5
6
5
6
万
5
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

　【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
１９
号
　
平
成
２３
年
度
ま
ん
の
う

町
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
案
）

第
1
号
 

 

　
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
繰
越
明
許
費
で
中
讃
流
域
下
水
道
建
設
負

担
金
と
し
て
3
2
0
万
円
と
し
て
い
ま
す
。 

　【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
２０
号
　
平
成
２３
年
度
ま
ん
の
う

町
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
案
）
第
1
号
 

 　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
7
6
0
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
6
0
0
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。 

　【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
  ２１
号
　
平
成
  ２３
年
度
ま
ん
の
う

町
一
般
会
計
予
算
（
案
）
 

　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
90
億

4
8
0
0
万
円
で
、
対
前
年
度
比
で
8
4
0
0

万
円
、
0
．9
％
の
増
額
で
、
主
な
増
額
要
因
は
、

主
に
満
中
改
築
P
F
I
事
業
関
連
委
託
料
の

増
、
ま
た
満
中
改
築
関
連
周
辺
整
備
に
係
る
工

事
請
負
費
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

　【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 



議
案
紹
介
 

９４.１ 

議
案
紹
介
 

議
案
第
２２
号
　
平
成
２４
年
度
ま
ん
の
う

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
案
）
 

 　
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ

れ
ぞ
れ
24
億
9
1
5
0
万
円
と
定
め
る
も
の

で
、
合
計
で
は
対
前
年
度
比
4
4
0
万
円
の
減

額
で
す
。
ま
た
、
直
営
診
療
施
設
勘
定
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
3
3
4
0
万

円
と
定
め
る
も
の
で
す
。 

　【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
２３
号
　
平
成
２４
年
度
ま
ん
の
う

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
 

（
案
）
 

 　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
2
億

5
0
9
0
万
円
と
定
め
ま
す
。 

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
が
1
億
5
3
5
2
万
7
千
円
で
対
前
年

度
比
1
．3
％
の
1
9
7
万
円
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
納
付
金
の
2
億
4
8
2
4
万
2

千
円
で
す
。 

　【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

  

議
案
第
２４
号
　
平
成
２４
年
度
ま
ん
の
う

町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
（
案
）
 

 　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
21
億

6
2
1
0
万
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。 

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
保
険
料
で
3
億

3
2
1
4
万
7
千
円
を
計
上
し
て
お
り
、
前
年

度
に
比
べ
て
、
5
1
7
万
2
千
円
の
増
額
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。 

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
2
7
5
5
万

4
千
円
で
、
保
健
給
付
費
21
億
9
6
1
万
1
千

円
は
5
5
0
0
万
円
と
大
幅
な
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
  ２５
号
　
平
成
  ２４
年
度
ま
ん
の
う

町
診
療
所
特
別
会
計
予
算
（
案
）
 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
1
億

1
9
9
0
万
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。 

　
診
療
収
入
は
1
億
6
5
0
万
円
で
、
前
年
と

比
べ
て
3
0
9
0
万
円
の
増
額
は
23
年
度
実

績
か
ら
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
6
1
6
4
万

6
千
円
で
、
医
業
費
5
3
0
4
万
円
は
、
前
年

に
比
べ
て
2
2
3
4
万
5
千
円
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
２６
号
　
平
成
２４
年
度
ま
ん
の
う

町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
（
案
）
 

 　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
2
億

4
2
6
0
万
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。 

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
使
用
料
及
び
手
数
料

の
1
億
6
1
0
3
万
円
で
、
繰
入
金
は
一
般
会

計
か
ら
7
1
6
9
万
8
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。 

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
4
5
2
2
万

8
千
円
、
施
設
費
5
8
5
5
万
7
千
円
で
、
公

債
費
は
1
億
3
8
3
1
万
5
千
円
の
長
期
債

元
利
償
還
金
で
す
。 

　【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
２７
号
　
平
成
２４
年
度
ま
ん
の
う

町
下
水
道
特
別
会
計
予
算
（
案
）
 

 　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
1
億

9
3
9
0
万
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。 

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
使
用
料
及
び
手
数
料

3
4
0
1
万
2
千
円
は
昨
年
度
並
み
で
す
。
繰

入
金
は
一
般
会
計
か
ら
1
億
1
6
0
6
万
3

千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
3
5
6
6
万

2
千
円
、
施
設
費
は
1
6
7
2
万
円
で
す
。
公

債
費
の
1
億
4
1
0
1
万
8
千
円
は
、
長
期
債

元
利
償
還
金
で
す
。 

　【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
２８
号
　
平
成
２４
年
度
ま
ん
の
う

町
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
予
算
（
案
）
 

 　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

2
9
1
0
万
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。 

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
使
用
料
及
び
手
数
料

5
2
8
万
1
千
円
で
昨
年
度
並
み
で
す
。
繰
入

金
は
一
般
会
計
か
ら
2
3
8
1
万
7
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。 

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
施
設
費
で
1
0
1
0

万
8
千
円
、
公
債
費
は
1
8
8
9
万
2
千
円
で

長
期
債
元
利
償
還
金
で
す
。 

　【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
２９
号
　
平
成
２４
年
度
ま
ん
の
う

町
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
予

算
（
案
）
 

 　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
6
5
9
0
万
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。 

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
使
用
料
及
び
手
数
料

2
5
0
1
万
円
で
昨
年
度
並
み
で
す
。
繰
入
金



議
案
紹
介
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案
紹
介
 

は
一
般
会
計
か
ら
4
0
8
8
万
9
千
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。 

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
施
設
費
3
6
9
3
万

円
で
、
公
債
費
の
1
9
2
3
万
円
は
、
長
期
債

元
利
償
還
金
で
す
。 

　【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
３０
号
　
平
成
２４
年
度
ま
ん
の
う

町
水
道
事
業
会
計
予
算
（
案
）
 

 　
収
益
的
収
入
の
水
道
事
業
収
益
は
、
2
億

5
5
3
1
万
2
千
円
で
対
前
年
比
は
1
％
増

で
す
。
収
益
的
支
出
は
、
2
億
5
3
6
2
万
7

千
円
で
、
前
年
度
対
比
0
．5
％
の
増
で
す
。 

　
資
本
的
収
入
は
、
3
0
8
4
万
7
千
円
で
前

年
度
対
比
60
％
減
で
す
。 

　
資
本
的
支
出
は
1
億
4
7
5
8
万
3
千
円

で
、
前
年
度
対
比
17
％
の
減
で
す
。 

　
ま
た
不
足
額
1
億
1
6
7
3
万
6
千
円
は
、

損
益
勘
定
留
保
資
金
等
を
充
当
し
ま
す
。 

　【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
３１
号
　
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
（
平
成
２２
年
度
　
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
町
道
造
田
六
地
蔵
線
道

路
改
築
工
事
（
天
川
高
橋
上
部
工
）
）
 

 　
平
成
22
年
度 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業 

町
道
造
田
六
地
蔵
線
道
路
改
築
工
事
（
天

川
高
橋
上
部
工
）
の
実
施
に
伴
い
、
工
事
内
容

の
変
更
が
生
じ
た
為
、
変
更
契
約
を
結
ぼ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
議
案
第
３２
号
　
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て
 

 　
本
町
教
育
委
員
の
北
山 

正
道
委
員
の
任
期

が
、
平
成
24
年
5
月
12
日
に
任
期
満
了
と
な
る

に
あ
た
り
、
引
き
続
き
教
育
委
員
と
し
て
「
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

第
4
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
同
意
　
 

 
議
案
第
３３
号
　
ま
ん
の
う
町
特
別
職
の

給
与
の
減
額
に
関
す
る
条
例
の
制
定
つ

い
て
 

 　
下
水
道
使
用
料
金
の
賦
課
漏
れ
問
題
の
監
督

責
任
か
ら
、
町
長
及
び
副
町
長
の
懲
戒
処
分
と

し
て
「
ま
ん
の
う
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
」
第
3

条
第
1
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
額
の
1
0
0

分
の
20
を
、
1
ヵ
月
間
減
額
し
て
支
給
す
る
も

の
で
す
。 

　【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】　
 

　
委
員
会
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
発
委
第
1
号
　
ま
ん
の
う
町
議
会
の
議

員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
 

 　
現
在
の
厳
し
い
町
の
財
政
、
町
民
の
声
、
県

内
の
同
規
模
町
の
現
状
等
を
考
え
、
2
名
減
と

し
た
場
合
で
も
委
員
会
制
度
の
維
持
は
可
能
で

あ
り
、
充
分
な
議
会
の
役
割
を
果
た
せ
る
と
判

断
し
た
の
で
16
名
に
削
減
す
る
事
を
提
案
す
る
。

な
お
、
こ
の
議
案
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、

施
行
後
初
め
て
の
一
般
選
挙
よ
り
適
用
す
る
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
 

 発
議
第
1
号
　
ま
ん
の
う
町
議
会
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

 　
発
意
第
1
号
の
可
決
に
伴
い
、
教
育
民
生
常

任
委
員
会
、
建
設
経
済
常
任
委
員
会
の
定
数
を

そ
れ
ぞ
れ
1
名
減
と
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
議
案
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
施
行
後

初
め
て
の
一
般
選
挙
よ
り
適
用
す
る
。 

　【
即
決
】　
 

　
本
会
議
審
議
結
果
　
全
会
一
致
可
決
　
 

 
※
発
委
と
は
 

　
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
 

※
発
議
と
は
 

　
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
 

 発
議
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
賛
成
者
（
議
員

定
数
の
１２
分
の
１
以
上
）
が
連
署
し
て
議

長
に
提
出
 

【
ま
ん
の
う
町
議
会
の
場
合
 

提
出
者
を
含
め
2
人
以
上
の
賛
成
者
が
必
要
】  
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16
 議

員
名
 

議
決
結
果
 

反
　
　
対
 

賛
　
　
成
 

議案名等 

議席番号 

平成23年度まんのう町 
一般会計補正予算（案）第4号 

議案 
第1号 

平成24年  第1回臨時会（1月31日） 

平成24年  3月定例会（3月1日～19日） 

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成23年度まんのう町 
簡易水道特別会計補正予算（案）第2号 

議案 
第4号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

国民健康保険に対する国庫負担の増額を 
求める意見書（案）（平成23年12月議会提出） 

意見書 
第2号 1 14 否 × × × ○ × × × × × × × × × × × 

まんのう町手数料条例の 
一部改正について 

議案 
第1号 12 3 可 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町防災会議条例の 
一部改正について 

議案 
第2号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町デマンドタクシー条例 
の制定について 

議案 
第3号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町税条例の一部改正に 
ついて 

議案 
第4号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町介護保険条例の 
一部改正について 

議案 
第5号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町営住宅条例の 
一部改正について 

議案 
第6号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町事業分担金徴収条例等 
の一部改正について 

議案 
第7号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町公民館条例の一部改正 
について 

議案 
第8号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町水道事業の剰余金の 
処分等に関する条例の制定について 

議案 
第9号 14 1 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町定住自立圏形成協定の 
議決に関する条例の制定について 

議案 
第10号 

議案 
第11号 

議案 
第12号 

議案 
第13号 

議案 
第15号 

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

丸亀市との定住自立圏形成協定の 
締結について 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

塩入辺地に係る総合整備計画の 
変更について 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町道路線の認定について 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成23年度まんのう町 
一般会計補正予算（案）第5号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議案 
第14号 字の区域の変更について 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成23年度まんのう町 
診療所特別会計補正予算（案）第3号 

議案 
第3号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成23年度まんのう町国民健康保険 
特別会計補正予算（案）第3号 

議案 
第2号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※可…可決　否…否決　同…同意　認…認定　選…選出　継…継続審査　○…賛成　×…反対 
※議長は可否同数の場合にのみ表決権を有します。〈議長　議席番号16番〉 
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16
 議

員
名
 

議
決
結
果
 

反
　
　
対
 

賛
　
　
成
 

議案名等 

議席番号 

平成23年度まんのう町国民健康保険 
特別会計補正予算（案）第4号 

議案 
第16号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成23年度まんのう町 
下水道特別会計補正予算（案）第1号 

議案 
第19号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成23年度まんのう町浄化槽整備 
推進事業特別会計補正予算（案） 第1号 

議案 
第20号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成24年度まんのう町 
一般会計予算（案） 

議案 
第21号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成24年度まんのう町国民健康保険 
特別会計予算（案） 

議案 
第22号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成24年度まんのう町後期高齢者 
医療特別会計予算（案） 

議案 
第23号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成24年度まんのう町 
介護保険特別会計予算（案） 

議案 
第24号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成24年度まんのう町 
診療所特別会計予算（案） 

議案 
第25号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成24年度まんのう町 
簡易水道特別会計予算（案） 

議案 
第26号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成24年度まんのう町 
下水道特別会計予算（案） 

議案 
第27号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成24年度まんのう町 
農業集落排水特別会計予算（案） 

議案 
第28号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成24年度まんのう町浄化槽 
整備推進事業特別会計予算（案） 

議案 
第29号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成24年度まんのう町 
水道事業会計予算（案） 

議案 
第30号 

議案 
第31号 

議案 
第32号 

議案 
第33号 

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

工事請負変更契約の締結について 
（平成22年度 社会資本整備総合交付金事業町道 
造田六地蔵線道路改築工事（天川高橋上部工）） 

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

教育委員会委員任命の同意に 
ついて 

発議 
第1号 

15 0 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町特別職の給与の減額に 
関する条例の制定ついて 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

まんのう町議会委員会条例の 
一部改正について 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

発委 
第1号 

まんのう町議会の議員の定数を 
定める条例の制定について 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成23年度まんのう町介護保険 
特別会計補正予算（案）第2号 

議案 
第18号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

平成23年度まんのう町後期高齢者 
医療特別会計補正予算（案）第1号 

議案 
第17号 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※可…可決　否…否決　同…同意　認…認定　選…選出　継…継続審査　○…賛成　×…反対 
※議長は可否同数の場合にのみ表決権を有します。〈議長　議席番号16番〉 

議 案 採 決 結 果  



一
般
質
問
 

議
員
が
町
の
考
え
を
問
う
 

一
般
質
問
 

田
岡 

秀
俊
　
議
員
 

①
2
つ
の
「
空
き
家
」
対
策
に
つ
い
て
 

 川
西 

米
希
子
　
議
員
 

①
ま
ん
の
う
町
防
災
会
議
委
員
に
女
性
を
登
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
 

 川
原 

茂
行
　
議
員
 

①
財
政
再
建
と
24
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
 

②
ほ
場
整
備
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
 

 合
田 

正
夫
　
議
員
 

①
学
校
関
係
に
つ
い
て
 

②
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
 

③
公
用
車
に
つ
い
て
 

 三
好 

勝
利
　
議
員
 

①
高
騰
す
る
医
療
費
の
抑
制
す
る
た
め
の
方
策
、

高
齢
者
の
医
療
カ
ー
ド
の
導
入
を
考
え
て
は

ど
う
か
 

②
町
内
の
交
通
事
故
の
増
加
を
抑
制
す
る
方
策

と
し
て
 

 大
西 

　
豊
　
議
員
 

①
ま
ん
の
う
町
版
ギ
ネ
ス
の
新
設
に
つ
い
て
 

②
平
成
25
年
4
月
の
開
校
を
目
指
し
、
満
濃
中

学
校
改
築
、
町
立
図
書
館
等
の
新
築
工
事
が

進
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
に
伴
う
県
道
等
の
通

学
路
の
歩
道
の
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
 

 関
　 

洋
三
　
議
員
 

①
下
水
道
使
用
料
金
未
請
求
問
題
に
つ
い
て
 

②
介
護
保
険
の
運
用
方
針
に
つ
い
て
 

③
満
濃
中
学
校
校
舎
建
設
他
工
事
に
つ
い
て
 

 藤
田 
昌
大
　
議
員
 

①
3
月
期
の
職
員
退
職
に
伴
う
諸
課
題
に
つ

い
て
 

 本
屋
敷  

崇
　
議
員
 

①
町
保
有
の
固
定
資
産
の
最
適
管
理
に
つ
い
て
 

 白
川 

正
樹
　
議
員
 

①
介
護
・
医
療
以
外
の
も
う
一
つ
の
高
齢
者
問

題
に
つ
い
て
 

 �
木 

　
堅
　
議
員
 

①
通
学
路
整
備
に
つ
い
て
 

②
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
 

③
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ

い
て
 

（
※
通
告
順
に
よ
る
） 

 

3
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
11
名
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
そ
の
町
村
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
執
行
機
関

に
疑
問
点
を
た
だ
し
、
所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

　
一
般
質
問
は
、
定
例
会
に
の
み
許
さ
れ
ま
す
。 

　
一
般
質
問
は
、
議
会
に
あ
げ
ら
れ
た
議
題
と
は
関
係
な
く
行
政
全
般
に
わ
た
る

議
員
主
導
に
よ
る
質
問
の
た
め
議
会
、
執
行
部
と
も
時
間
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
た
め
事
前
に
質
問
を
通
告
し
ま
す
。 

　
質
問
事
項
は
、
明
瞭
簡
潔
で
行
政
の
政
治
姿
勢
を
正
す
も
の
で
あ
る
事
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
般
質
問
は
、
各
議
会
で
形
式
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
ん
の
う
町
も
、

傍
聴
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
わ
か
り
や
す
い
形
式
を
定
め
て
い
ま
す
。 

●
年
4
回
の
定
例
会
で
質
問
可
能
。 

●
質
問
で
き
る
議
題
は
、3
問
ま
で
。 

●
質
問
で
き
る
回
数
は
、1
議
題
に
つ
き
3
回
ま
で
。 

●
質
問
方
法
は
、
原
則
一
問
一
答
。 

●
30
分
を
超
え
て
の
質
問
は
不
可
。（
執
行
部
答
弁
は
含
ま
な
い
） 

●
執
行
部
に
反
問
権
を
与
え
て
い
る
。 

ま
ん
の
う
町
議
会
の
一
般
質
問
 

一
般
質
問
 とは
？
 

　
議
会
で
は
、
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
て
議
会
運
営
委
員
会
に
て

協
議
を
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
一
般
質
問
の
形
式
等
で
、
こ
う
し
て
欲
し
い
な
ど
の

意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 



一
般
質
問
 

　
　
①
他
事
業
と
の
関
連
か
ら

急
が
れ
て
い
る
、
羽
間
地
区
の

圃
場
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
、

特
に
関
係
者
の
意
見
・
要
望
を

最
大
限
取
り
入
れ
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。 

　
　
昨
年
実
施
し
た
国
営
事
業

の
可
能
性
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

ほ
場
整
備
事
業
に
関
心
が
高
か

っ
た
地
域
は
、
再
度
、
事
業
推

進
の
協
議
を
行
い
、
対
応
す
る

事
業
の
調
整
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。 

 　
　
②
総
合
こ
ど
も
園
（
幼
保

一
元
化
）
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
十
分
検
討
し
父
兄
負
担

の
軽
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

　
　
子
ど
も
の
減
少
、
施
設
の

老
朽
化
に
応
じ
、
既
存
施
設
の

学
校
教
育
と
保
育
及
び
家
庭
に

お
け
る
幼
育
の
支
援
を
一
体
的

に
提
供
で
き
る
総
合
施
設
へ
の

移
行
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

今
後
、
こ
ど
も
園
利
用
料
や
受

け
入
れ
年
齢
な
ど
検
討
事
項
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
多

様
な
幼
児
保
育
及
び
幼
児
教
育

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
を
様
々
な
機

会
を
捉
え
て
把
握
し
、
子
育
て

支
援
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま

す
。 

 　
　
③
行
財
政
改
革
の
推
進
を

図
る
上
に
お
い
て
、
未
統
合
の

各
種
団
体
の
統
合
は
町
全
体
の

利
益
か
ら
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
特
に
公
共
的
機
関
で
あ

る
土
地
改
良
区
の
統
合
は
農
業

基
盤
整
備
上
急
が
れ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
未
加
入
者
の
加
入
の
促

進
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

　
　
満
濃
町
土
地
改
良
区
は
未

加
入
地
区
を
多
く
抱
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、3
土
地
改
良
区
統

合
の
前
段
階
と
し
て
組
織
強
化

と
自
主
運
営
へ
の
道
筋
を
つ
け

る
た
め
に
、
現
在
、
遅
れ
て
い

る
未
加
入
地
域
の
加
入
促
進
活

動
を
積
極
的
に
行
な
い
、
ひ
ら

が
な
の
ま
ん
の
う
町
土
地
改
良

区
の
設
立
に
向
け
て
力
を
注
ぎ

ま
す
。 

　
　
現
在
、
ま
ん
の
う
町
の
防

災
会
議
の
委
員
は
、
全
員
が
男

性
で
あ
り
女
性
は
一
人
も
含
ま

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

「
女
性
に
と
っ
て
安
心
、
安
全

の
町
づ
く
り
の
た
め
、」「
災
害

時
に
女
性
が
直
面
す
る
不
安
や

課
題
に
対
応
す
る
た
め
」
ま
た

「
男
性
の
視
点
、
女
性
の
視
点
、

男
女
双
方
の
視
点
か
ら
防
災
対

策
の
充
実
、
強
化
を
進
め
る
た

め
」
是
非
、
防
災
会
議
の
委
員

に
積
極
的
に
女
性
を
登
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
要
望
す
る
も

の
で
す
。 

防
災
会
議
の
委
員
に
女
性
を
登

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？
 

 　
　
女
性
の
視
点
か
ら
の
防
災

点
検
及
び
防
災
対
策
の
意
見
を

反
映
さ
す
こ
と
は
、
大
変
有
意

義
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

首
長
の
裁
量
に
よ
り
、
地
方
の

防
災
会
議
に
女
性
の
有
識
者
枠

を
設
け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

よ
う
上
位
法
の
災
害
対
策
基
本

法
の
改
正
を
速
や
か
に
行
っ
て

い
た
だ
く
の
が
本
筋
と
は
思
い

ま
す
が
、
町
の
独
自
条
例
改
正

で
「
町
長
が
特
に
必
要
と
認
め

る
者
」
を
追
加
改
正
で
き
れ
ば
、

女
性
の
登
用
も
可
能
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
前
向
き
に
検

討
を
行
い
ま
す
。 

問 

QA
町
の
独
自
条
例
改
正
を
 

前
向
き
に
検
討
 

一般質問  

防
災
会
議
委
員
に
女
性
を
 

登
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 
川
西 

米
希
子 

議
員 

一般質問  答 答 

答 

問 問 

問 

Q
今
後
の
ほ
場
整
備
事
業
の
 

取
組
み
に
つ
い
て  

他
 

A
再
度
事
業
推
進
の
協
議
を
 

行
い
、対
応
事
業
の
調
整
 

川
原  

茂
行   

議
員 

答 

一般質問  問 　
　
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
の

進
展
に
よ
り
現
在
全
国
い
た
る

と
こ
ろ
で
廃
墟
と
化
し
た
「
空

き
家
」
が
あ
り
、
社
会
問
題
化

し
て
い
る
。
ま
ん
の
う
町
と
て

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
年

管
理
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
空

き
家
は
景
観
を
損
ね
る
ほ
か
、

倒
壊
の
危
険
性
、
放
火
、
犯
罪

等
の
温
床
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
。
町
と
し
て
把
握
の
現
状
と

今
後
の
対
策
は
？
 

ま
た
、
過
疎
化
定
住
促
進
対
策

と
し
て
の
使
用
可
能
な
空
き
家

の
利
活
用
促
進
策
で
あ
る
「
ま

ん
の
う
町
空
き
家
情
報
登
録
制

度
」
の
現
在
の
状
況
と
今
後
の

課
題
、
対
策
は
？
 

 　
　
長
年
放
置
さ
れ
た
危
険
な

廃
屋
は
、
倒
壊
等
に
よ
り
公
共

の
福
祉
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、

自
治
会
や
香
川
県
等
の
関
係
機

関
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
所
有

者
や
管
理
者
の
方
へ
指
導
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
法
令
等
に

よ
る
私
有
財
産
の
管
理
に
は
限

界
が
あ
り
、
相
続
や
権
利
関
係
・

経
済
的
理
由
な
ど
か
ら
除
去
が

困
難
な
物
件
も
多
数
あ
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
関
係
条

例
等
の
整
備
に
つ
い
て
今
後
、

調
査
・
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。 

空
き
家
等
登
録
者
は
、
こ
れ
ま

で
に
4
件
の
登
録
が
あ
り
、
そ

の
う
ち
2
件
は
入
居
し
て
お
り
、

残
り
の
2
件
に
つ
い
て
交
渉
中

で
、1
件
は
登
録
手
続
き
を
進

め
て
い
ま
す
。
次
に
、
利
用
希

望
者
は
、
こ
れ
ま
で
に
9
名
の

方
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
登
録
者
は
今
年
度
に
入
り

3
件
の
登
録
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
登
録
件
数
が
伸
び
な

い
原
因
と
し
て
、
何
代
も
住
ん

で
き
た
家
屋
を
手
放
す
決
心
が

つ
か
な
い
こ
と
な
ど
も
影
響
し

て
い
ま
す
。 

Q
2
つ
の
「
空
き
家
」
対
策
 

に
つ
い
て
 

A
関
係
条
例
等
の
整
備
に
 

つ
い
て
調
査
・
検
討
 

田
岡  

秀
俊   

議
員 

答 



一
般
質
問
 

　
　
①
最
近
の
世
相
は
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
未
曽
有
の
被
害
、

日
本
経
済
の
低
迷
な
ど
暗
い
面

ば
か
り
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ギ

ス
ギ
ス
し
た
世
の
中
に
思
え
る
。

そ
こ
で
、ま
ん
の
う
町
版
ギ
ネ

ス
を
提
案
す
る
。ジ
ャ
ン
ボ
ヒ
マ

ワ
リ
を
作
っ
た
人
な
ど
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
や
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
募

集
し
、広
報
に
載
せ
る
こ
と
で

明
る
い
話
題
か
ら
心
豊
か
な
人

づ
く
り
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
 

 　
　
地
域
版
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
の

発
刊
や
地
域
を
挙
げ
て
ギ
ネ
ス

に
挑
戦
す
る
こ
と
は
、依
然
と

し
て
閉
塞
感
が
払
拭
で
き
な
い

社
会
情
勢
に
あ
っ
て
、住
民
の

ふ
れ
あ
い
が
深
ま
り
、明
る
い

話
題
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

御
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
、ま

ん
の
う
町
版
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
の

作
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、先
進

地
事
例
等
を
研
究
し
、検
討
い

た
し
ま
す
。 

　
　
②
満
濃
中
学
校
改
築
、町

立
図
書
館
等
の
新
築
工
事
が
進

ん
で
い
る
が
、こ
れ
に
伴
う
県

道
等
の
通
学
路
の
整
備
の
進
捗

状
況
は
ど
の
程
度
か
。
 

 　
　
当
該
県
道
は
朝
夕
の
交
通

量
が
多
く
、重
要
な
通
学
路
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
部
の
箇
所
で
歩
道
用
地
の
協

力
が
頂
け
て
い
な
い
た
め
、十

分
な
整
備
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、利
用
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
も
早
急
な
整
備
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、道
路
管
理

者
で
あ
る
香
川
県
に
強
く
整
備

要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
　
①
学
校
の
整
備
に
つ
い
て
 

幼
稚
園
・
小
学
校
の
ト
イ
レ
改

修
の
費
用
を
今
年
度
の
予
算
に

組
み
入
れ
て
い
る
か
。 

給
食
費
を
子
供
手
当
て
か
ら
ま

ん
の
う
町
と
し
て
引
く
こ
と
を

取
入
れ
た
ら
ど
う
か
。 

 　
　
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
は

学
校
・
園
の
要
望
が
あ
る
も
の

か
ら
計
画
的
に
順
次
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

給
食
費
を
子
供
手
当
か
ら
天
引

き
す
る
こ
と
は
、「
子
ど
も
の

た
め
の
手
当
」
を
創
設
す
る
と

し
た
児
童
手
当
法
改
正
案
が
現

国
会
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
法

案
が
成
立
す
れ
ば
、
積
極
的
に

天
引
き
に
取
組
む
予
定
で
す
。 

 　
　
②
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
 

歩
道
が
狭
い
の
で
町
道
の
歩
道

に
植
え
て
い
る
木
を
の
け
て
歩

道
の
整
備
を
し
て
ほ
し
い
。 

 　
　
快
適
な
道
路
空
間
を
維
持

す
る
た
め
、
定
期
的
な
選
定
や

刈
り
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

再
度
、
現
地
調
査
を
行
い
、
利

用
者
の
安
全
確
保
を
検
討
致
し

ま
す
。 

 　
　
③
公
用
車
に
つ
い
て
 

公
用
車
は
経
費
削
減
の
為
に
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
必
要
あ
る
の
か
な
い
の
か
町

長
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

の
か
。 

 　
　
経
費
削
減
の
方
法
と
し
て
、

車
輛
台
数
の
削
減
と
以
前
か
ら

カ
ー
リ
ー
ス
を
検
討
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
は
、
町
内
自
動
車

取
扱
事
業
者
の
ご
理
解
を
い
た

だ
く
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
今
後
も
協
議
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。 

ま
た
、
町
長
用
公
用
車
は
、10

年
を
超
え
た
リ
ー
ス
車
輛
で
あ

り
、
対
外
的
用
途
に
多
く
の
方

が
利
用
し
て
お
り
、
安
全
面
を

考
え
る
と
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。 

　
　
①
医
療
の
統
一
カ
ー
ド
の

導
入
を
本
町
か
ら
提
唱
す
る
こ

と
へ
の
町
長
の
答
弁
を
求
め
る
。 

医
療
費
の
高
騰
が
財
政
破
綻
を

招
こ
う
と
し
て
い
る
。 

実
現
す
る
と
、
重
複
受
診
を
防

ぎ
、
お
薬
手
帳
が
不
要
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
カ
ル
テ
の
情
報

共
有
が
可
能
に
な
り
、
多
重
検

査
や
過
剰
施
薬
を
回
避
で
き
る
。

な
に
よ
り
も
、
的
確
な
診
断
が

で
き
る
。 

こ
れ
に
町
長
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
、
見
解
を
お
伺
い

し
た
い
。 

 　
　
医
療
統
一
カ
ー
ド
の
実
現

を
地
方
か
ら
切
望
す
る
こ
と
を
、

国
保
連
合
会
や
長
寿
医
療
の
広

域
連
合
の
会
合
の
機
会
を
と
ら

え
て
、
厚
生
労
働
省
へ
意
見
具

申
し
て
ま
い
り
ま
す
。
尚
、
知

事
と
の
市
町
長
公
式
対
談
の
場

で
要
望
す
る
た
め
に
、
近
隣
市

町
と
の
意
見
調
整
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
　
②
町
内
の
交
通
事
故
の
増

加
を
抑
制
す
る
方
策
と
し
て
 

 　
　
本
町
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

広
い
面
積
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
国
道
や
県
道
及
び
町
道

等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

安
全
な
交
通
網
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
町

内
に
は
危
険
箇
所
が
多
く
あ
り

ま
す
の
で
、
現
地
調
査
を
行
い
、

ま
た
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
等
を
お
聞
し
な
が
ら
、
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。 

ま
た
、
交
通
事
故
の
抑
制
に
は
、

交
通
社
会
に
参
加
す
る
町
民
一

人
ひ
と
り
が
、
自
ら
交
通
安
全

に
関
す
る
意
識
を
改
革
し
て
い

く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り

ま
す
。
本
年
度
、
策
定
し
ま
し

た
第
9
次
ま
ん
の
う
町
交
通
安

全
計
画
に
従
っ
て
、
更
な
る
交

通
安
全
に
関
す
る
教
育
、
普
及

啓
発
活
動
を
充
実
し
ま
す
。 

Q
学
校
の
整
備
に
つ
い
て 

他
 

A
学
校
・
園
の
要
望
が
あ
る
も
の
 

か
ら
計
画
的
に
順
次
整
備
中
 

一般質問  問 問 答 

問 答 

答 

合
田  

正
夫   

議
員 

三
好  

勝
利   

議
員 

Q
高
齢
者
の
医
療
カ
ー
ド
 

導
入
に
つ
い
て  

他
 

A
近
隣
市
町
と
の
意
見
調
整
 

を
行
い
た
い
 

問 一般質問  答 

問 答 

答 

Q
ま
ん
の
う
町
版
ギ
ネ
ス
の
 

新
設
に
つ
い
て  

他
 

A
先
進
地
事
例
等
を
研
究
 

し
、検
討
 

一般質問  問 

答 問 

大
西
　 

豊   

議
員 



一
般
質
問
 

　
　
①
公
共
下
水
道
工
事
に
よ

る
宅
内
排
水
管
工
事
完
了
の
認

定
を
し
て
お
き
な
が
ら
下
水
使

用
料
金
を
請
求
を
し
て
い
な
か

っ
た
為
に
長
年
に
わ
た
り
未
収

が
続
い
た
そ
の
原
因
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
答
え
て
下
さ
い
。 

 　
　
賦
課
漏
れ
世
帯
は
平
成
19

年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
合
計

68
件
で
、
金
額
は
5
6
2
万
円

余
で
す
。
こ
の
賦
課
漏
れ
は
、

担
当
職
員
の
事
務
怠
慢
に
よ
る

電
算
入
力
漏
れ
が
原
因
で
し
た

の
で
、
町
長
自
ら
も
含
め
厳
正

に
処
分
を
与
え
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
心
か
ら
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
無

い
よ
う
、
再
発
防
止
策
を
徹
底

い
た
し
ま
す
。 

 　
　
②
介
護
保
険
料
の
見
直
し

年
度
を
控
え
今
後
3
年
間
の
高

齢
者
福
祉
と
介
護
保
険
の
運
用

方
針
を
お
示
し
下
さ
い
。 

 

　
　「
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保

険
計
画
」
の
策
定
に
お
け
る
基

本
方
針
は
、
抑
制
と
調
整
基
調

を
明
確
に
し
て
、
質
の
向
上
と
、

現
実
に
即
し
た
柔
軟
な
事
業
の

組
み
合
わ
せ
の
工
夫
で
サ
ー
ビ

ス
の
需
給
均
衡
を
図
り
ま
す
。

保
険
料
の
算
定
で
は
、
基
金
取

り
崩
し
額
の
試
算
を
行
い
、
急

激
な
値
上
げ
を
避
け
る
こ
と
を

運
用
方
針
と
し
ま
す
。 

 　
　
③
満
濃
中
学
校
舎
・
体
育

館
・
プ
ー
ル
・
町
民
図
書
館
建

設
工
事
の
完
成
ま
で
の
工
程
並

び
に
実
施
設
計
の
中
身
を
説
明

下
さ
い
。 

 　
　
実
施
設
計
書
は
4
月
中
旬

の
着
手
を
最
優
先
し
て
進
め
て

い
る
た
め
、
ま
だ
完
成
し
て
い

ま
せ
ん
。
工
程
は
、
仮
囲
い
の

工
事
等
仮
設
工
事
を
行
い
、4

月
中
旬
に
地
業
工
事
に
着
手
後
、

本
格
的
な
本
体
工
事
が
進
ん
で

い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
今
年
3
月
期
の
退
職
者
が

多
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、来
年

度
の
新
規
採
用
者
は
5
名
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す

る
こ
と
は
免
れ
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、近
年
各
自
治
体
の

職
場
で
は
非
正
規
職
員
の
雇
用

が
増
大
し
て
お
り
、業
務
責
任

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
お
答

え
願
い
ま
す
。
長
期
非
常
勤
職

員
に
対
し
て
は
正
規
雇
用
を
す

る
考
え
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、非
正
規
職
員
の
年
休
や

固
有
の
権
利
が
労
基
法
に
基
づ

い
て
保
障
さ
れ
て
い
る
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
窓
口

の
改
善
努
力
も
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
 

 　
　
退
職
者
の
人
数
と
そ
の
後

の
補
充
に
つ
い
て
。 

業
務
の
停
滞
に
よ
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
ら
な
い
よ

う
職
員
間
の
業
務
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、職
員
の
適
正
配
置

を
図
り
な
が
ら
、過
大
な
負
荷

が
掛
か
る
業
務
担
当
に
は
、臨

時
職
員
等
の
対
応
を
検
討
し
て

い
ま
す
。 

　
組
合
員
と
非
組
合
員
の
扱
い

と
不
当
労
働
行
為
に
つ
い
て
。 

本
町
は
組
合
員
で
あ
ろ
う
が
な

か
ろ
う
が
、差
を
設
け
て
お
り

ま
せ
ん
。住
民
の
幸
せ
の
為
に

職
務
精
励
し
て
い
た
だ
け
る
職

員
に
責
任
あ
る
立
場
で
業
務
を

遂
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。 

　
長
期
臨
時
職
員
の
正
規
雇
用

に
つ
い
て
。 

新
規
職
員
も
計
画
的
に
採
用
し

て
い
き
な
が
ら
、臨
時
職
員
の

中
か
ら
も
現
場
に
精
通
し
た
即

戦
力
の
優
秀
な
キ
ャ
リ
ヤ
人
材

を
、社
会
人
枠
と
し
て
の
採
用

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

今
後
の
動
向
を
見
な
が
ら
出
来

る
限
り
の
適
正
配
置
と
職
員
定

数
管
理
に
努
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

答 答 

答 

本
屋
敷  

崇   

議
員 

一般質問  

Q
町
保
有
の
固
定
資
産
の
 

最
適
管
理
に
つ
い
て
 

A
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
 

メ
ン
ト
の
推
進
を
図
る
 

Q
退
職
者
の
人
数
と
そ
の
後
 

の
補
充
に
つ
い
て  

他
 

A
職
員
の
適
正
配
置
を
図
り
、 

臨
時
職
員
等
の
対
応
も
検
討
 

一般質問  

問 　
　
現
在
、
ま
ん
の
う
町
に
限

ら
ず
各
地
方
自
治
体
は
、
住
民

生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
に
多

く
の
固
定
資
産
（
土
地
、
建
物
、

道
路
、
橋
等
の
構
造
物
、
パ
ソ

コ
ン
等
の
多
く
の
備
品
）
を
生

み
出
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
固
定
資
産
を
い
か
に

維
持
管
理
し
て
行
く
か
と
い
う

事
は
、
自
治
体
に
と
っ
て
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、

多
く
の
先
進
自
治
体
が
取
り
入

れ
て
い
る
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
を
考
え

て
は
ど
う
か
？
 

 　
　
ま
ん
の
う
町
所
有
の
財
産

を
経
営
資
源
と
し
て
捉
え
、
町

有
財
産
の
状
況
を
総
合
的
・
一

元
的
に
情
報
管
理
し
、
戦
略
的

な
利
活
用
・
維
持
保
全
に
よ
り

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
施
設

維
持
管
理
の
経
費
削
減
を
図
る

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
」
の
推
進
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
新
地
方
公
会
計

制
度
の
整
備
に
向
け
て
、
現
在
、

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の

デ
ー
タ
ー
を
基
に
資
産
を
最
適

な
状
態
で
保
有
し
、
コ
ス
ト
最

小
、
効
果
最
大
と
な
る
よ
う
総

合
的
に
運
営
、
維
持
で
き
る
よ

う
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。 

問 

藤
田  

昌
大   

議
員 

答 

答 

Q
下
水
道
使
用
料
金
未
請
求
 

問
題
に
つ
い
て  

他
 

A
厳
正
に
処
分
し
 

再
発
防
止
策
を
徹
底
 

一般質問  

関
　 

洋
三   

議
員 

問 問 

問 



一
般
質
問
 

　
　
①
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て

長
炭
小
学
校
周
辺
の
交
通
対
策

で
緊
急
に
歩
道
橋
の
布
設
工
事

ま
た
町
道
片
岡
西
線
両
側
の
路

側
改
修
を
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
危
険
箇
所
の
長
炭
橋
周
辺

の
国
道
4
3
8
号
線
の
歩
道
改

修
を
考
え
て
い
る
か
。 

 　
　
4
3
8
号
線
の
長
炭
橋
周

辺
で
、
歩
道
が
傾
斜
し
て
不
安

定
な
箇
所
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
県
へ
現
地
確
認
と
改
善

の
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
道
片
岡
西
線
は
、
幼
稚

園
等
へ
の
重
要
な
連
絡
道
の
た

め
、
県
道
か
ら
歩
道
と
橋
梁
歩

道
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、

そ
の
先
線
は
、
地
元
と
協
議
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 　
　
②
今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
つ
い
て
　
 

町
内
の
各
校
区
の
状
況
に
つ
い
て
。 

学
校
・
教
育
委
員
会
の
対
応
に

つ
い
て
。 

 

　
　
今
年
度
の
臨
時
休
業
は
、

保
育
所
幼
稚
園
4
ヶ
所
、
小
学

校
3
ヶ
所
、
中
学
校
2
ヵ
所
で
、

「
解
熱
し
た
後
2
日
」
を
経
過

す
る
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
文
科
省
は
現
行
基
準
を
「
発

症
後
5
日
を
経
過
し
、
か
つ
解

熱
後
2
日
間
」
に
見
直
す
方
針

を
3
月
中
に
改
正
予
定
で
す
。 

 　
　
③
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て
　
 

地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
。 

 　
　
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
は
、
地
域
活
性

化
交
付
金
事
業
住
民
生
活
に
光

を
そ
そ
ぐ
交
付
金
事
業
と
し
て

平
成
23
年
3
月
に
交
付
決
定
を

受
け
、
繰
越
事
業
と
し
て
全
額

国
費
で
賄
わ
れ
ま
す
。 

本
年
2
月
29
日
で
完
了
す
る
予

定
で
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災

の
関
係
で
、
今
回
、
繰
越
措
置

を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。 

QA
県
へ
現
地
確
認
と
改
善
の
 

要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
 

一般質問  答 問 問 

答 答 問 

通
学
路
の
整
備
に
 

つ
い
て  

他
 

�
木 

　
堅   

議
員 

本町議会では、定例会が3月、6月、9月、12月の年4回
（臨時会は随時）開催され、本会議は通常午前9時30分
に開会します。 
会議の当日、手続きをすれば、どなたでも傍聴できます。 

詳しくは議会事務局へ　�0877-73-0109

本会議の傍聴席 

ご案内 次回の定例会は6月に開会予定です。 

　
　
買
物
に
つ
い
て
は
、
医
療
・

介
護
の
よ
う
な
公
的
な
制
度
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
高
齢

者
が
身
体
的
経
済
的
理
由
か
ら
、

自
由
に
行
け
な
く
な
る
。 

こ
の
問
題
を
社
会
的
課
題
と
し

て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
ま
ん
の
う
町

と
し
て
「
買
物
弱
者
」
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
か
？
 

し
て
な
け
れ
ば
、
今
後
把
握
す

る
何
ら
か
の
手
立
て
を
考
え
て

い
る
か
？
把
握
し
た
後
「
買
物

弱
者
」
救
済
の
具
体
的
対
策
を

考
え
て
い
る
か
？
 

 　
　
介
護
・
医
療
以
外
の
も
う

一
つ
の
高
齢
者
問
題
に
つ
い
て
 

町
内
の
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、6
0
5
5
人
、
そ
の
内
1

人
暮
ら
し
の
方
は
5
6
7
人
、

ま
た
高
齢
者
の
み
の
世
帯
は

4
5
0
世
帯
で
す
。 

買
い
物
弱
者
の
方
に
対
す
る
支

援
策
と
し
て
、
平
成
24
年
度
に

お
い
て
香
川
県
商
工
会
連
合
会

の
事
業
と
し
て
、
買
い
物
弱
者

支
援
事
業
の
調
査
研
究
及
び
試

験
販
売
事
業
が
、
ま
ん
の
う
町

商
工
会
を
モ
デ
ル
と
し
て
実
施

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
は
、
商
工
会
と
地
元

商
店
と
が
連
携
し
、
各
種
販
売

方
法
に
つ
い
て
実
証
実
験
を
行

い
、
研
究
委
員
会
に
よ
り
効
果

の
検
証
と
地
域
に
適
し
た
販
売

形
態
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

町
と
し
て
、
こ
の
実
証
試
験
に

よ
る
成
果
を
踏
ま
え
、
商
工
会

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

買
い
物
弱
者
に
対
す
る
施
策
、

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

問 一般質問  

白
川  

正
樹   

議
員 

Q
医
療
・
介
護
以
外
の
も
う
一
つ
 

の
高
齢
者
問
題
に
つ
い
て
 

A
商
工
会
な
ど
関
係
機
関
 

と
連
携
し
て
検
討
 

答 



議
会
日
誌
・
議
長
日
誌
 

議 会 日 誌  

  1（木） 議会運営委員会 
  1（木） 平成24年第1回定例会（初日） 
  2（金） 平成24年第1回定例会（2日目） 
  5（月） 建設経済常任委員会 
  6（火） 建設経済常任委員会 
  7（水） 教育民生常任委員会 
  8（木） 教育民生常任委員会 
  9（金） 総務常任委員会 
12（月） 総務常任委員会 
14（水） 総務常任委員会 
15（木） 議会運営委員会 
19（月） 平成24年第1回定例会（最終日） 
21（水） 満濃中学校改築・調査特別委員会 
30（金） 議会広報特別委員会 

1月 3月 

2月 

10（火） 議会広報特別委員会 
12（木） 満濃中学校改築・調査特別委員会 
16（月） 議会広報特別委員会 
26（木） 議会運営委員会 
30（月） 満濃中学校改築・調査特別委員会 
31（火） 平成24年第1回臨時会 
 
 
  9（木） 議会運営委員会 
14（火） 教育民生常任委員会 
16（木） 建設経済常任委員会 
20（月） 総務常任委員会 
23（木） 議会広報特別委員会 
27（月） 議会運営委員会 

議 長 日 誌  

 24（金） 中讃広域組合議会2月定例会 【中讃広域組合】 

 27（月） 平成23年度満濃大学 
  「閉校式・修学旅行」 【城山温泉】 

 
 
 9（金） 優良児童生徒表彰式 【本庁】 
 11（日） 第7回さぬき夢桜の会植樹式  
  【かりん会館】 

 13（火） 各中学校卒業式 【各中学校】 
 14（水） 全員協議会 【本庁】 
 15（木） 各幼稚園修了式 【各幼稚園】 
 15（木） 議会運営委員会 【本庁】 
 16（金） 各小学校卒業式 【各小学校】 

 16（金） まんのう地区中山間地域総合整備事業推進 
  協議会設立総会 【長炭地区活性化センター】 

 18（日） 第5回まんのう町消防団操法大会  
  【琴南土器どき広場】 

 22（木） まんのう町障害者福祉計画及び 
  障害者福祉計画策定委員会 【本庁】 

 23（金） 各保育所修了式 【各保育所】 

 23（金） 仲多度南部消防組合第1回定例会  
  【仲多度南部消防】 

 5（木） 新年あいさつまわり 【県庁他】 

 6（金） 部落解放同盟香川県連合会 
  新春旗開き 【オークラホテル丸亀】 

 8（日） まんのう町消防団出初式  
  【サンスポ・町民文化ホール】 

 13（金） 部落解放同盟豊明支部新春旗開き 【琴参閣】 
 15（日） 第3回女性議会 【本庁】 
 15（日） 連合自治会と町議会の意見交換会 【本庁】 

 26（木） 第2回まんのう町高齢者福祉計画及び 
  介護保険事業計画策定委員会 【本庁】 
 

 

 5（日） まんのう町PTAソフトバレーボール 
  大会 【ヴィスポことひら】 

 9（木） 障害者計画策定委員会 【本庁】 

 15（水） 香川県市町総合事務組合定例会  
  【香川県自治会館】 

 16（木） 高齢者福祉介護計画 【本庁】 

 17（金） 香川県町村議会議長会第63回定例会  
  【香川県自治会館】 

 21（火） まんのう町交通安全対策推進協議会  
  【本庁】 

 23（木） 国保運営協議会 【本庁】 

1月 

3月 

2月 



再生紙を使用しています。 
リサイクル可能な大豆油インクを 
使用しています。 

●この議会だよりは、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。 
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町議会事務局  �（73）0109まで。 

編
集
委
員
長
　

関
　
洋
三
 

　
前
回
掲
載
の
満
濃
中
学
校

等
建
設
完
成
予
想
図
を
見
た

人
か
ら
の
要
望
が
き
っ
か
け

で
大
き
な
欅
の
木
が
生
き
残

り
ま
し
た
。
編
集
実
績
が
重

な
る
ご
と
に
責
任
と
期
待
を

感
じ
ま
す
。 

　
編
集
の
苦
労
と
喜
び
を
み

ん
な
で
共
有
し
た
ら
、も
っ
と

い
い
編
集
が
出
来
そ
う
で
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

毎
年
、
大
川
山
の
山
頂
・
大

川
神
社
に
て
、„
大
川
念
仏
踊
“

と
い
う
雨
乞
い
踊
り
が
奉
納

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
歴
史
は

古
く
奈
良
時
代
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。天
平
6
年
の
諸
国
大

干
ば
つ
の
時
、国
司
が
大
川
神

社
に
雨
乞
い
を
祈
願
す
る
と
、

祠
か
ら
は
い
出
し
た
白
蛇
が

竜
と
な
っ
て
天
に
昇
り
、大
雨

を
降
ら
せ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
に
歓
喜
し
た
人
々

が
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
て
狂
喜

乱
舞
し
た
の
が
始
ま
り
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
香
川
県
無
形
民
俗
文
化
財
」

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
大
川

念
仏
踊
は
、毎
年
旧
暦
6
月
14

日
以
前
の
近
い
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、是
非

一
度
、見
に
行
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？
 

あ
と
が
き
 

議会では、住民の皆さんの声を議会運営に反映していきたいと思っておりますので、
ご意見を議会事務局に届けていただければ幸いです。 

議
会
広
報
特
別
委
員
会
 

〈
委

員

長
〉
関
　  

洋
三
 

〈
副
委
員
長
〉
田
岡  

秀
俊
 

〈
委

　

員
〉
�
木  

　
堅
 

〈
委

　

員
〉
三
好  

勝
利
 

〈
委

　

員
〉
藤
田  

昌
大
 

〈
委

　

員
〉
本
屋
敷  

崇
 

皆さんも議会に声を届けてください。 

議会だよりが発刊されるようになって、議会の活動がよくわかるようになり
ました。これからも住民の知らない事を議会だよりを通して教えて頂き、議会

がより身近に感じるような議会だより編集に力を注いで下さい。又、多くの方々から
の声を掲載してほしいです。お願いします。 

公文上  田邉　實 さん　 

●議会事務局  本庁４階 gikai@town.manno.lg.jpメール 

先般まんのう町議会だよりの創刊号が発行されました、誠におめでとうござ
います。議員各位に敬意と感謝申上げます。 

さて情報を積極的に公開し議会と茶の間を結び町民との対話の一助となり併せて
議員の勉強の場となるよう期待しております。 
かって私も議会広報の研修に参加する機会を得ました。その一部を紹介し今後の
参考になれば幸甚です。 
「みだしで読もう広報紙」と題してのお話でした。 
先生は 

◎編集は目的ではなく手段であり、住民に読んでもらって、初めて目的が達成される。 
◎読者の立場になって、この見出しで良いか自分は解かっているが相手はどうかの
配慮が必要。 

◎質問する場合又見出しを付ける場合でも、まず現地を下見することも大事である。 

　以上一部を紹介しました今後議員各位のご活躍を、ご祈念申しあげます。 
琴南地区  F さん　 


